
♥2～3歳頃の発達のポイント♥ 

＊豊富な食物摂取 

 ３歳までに 20本の永久歯が生えそろいます。前歯で食材をかみ切り、奥歯で砕いてすり潰し、 

食物と唾液とを混ぜ合わせるなど、これまで以上にそしゃく運動が活発になり、豊富な食物摂取と 

食の体験が出来る様になります。 

 

＊おやつを楽しみに待つ 

 発育期の子どもは、１日に必要な栄養を食事と間食で摂取します。食事にはあまり関心を示さ 

ない子どもでも、おやつには全く別の様相を示し、食事とは異なる雰囲気の中で友だちと一緒に 

食べるおやつを楽しみに待つようになります。 

 

＊食材に触れる経験をする。 

 魚、肉、野菜、果物、米、乾物などの食材を目にしたり、触れたりする機会を通して『食』を意識 

するようになります。料理をする様子を見たり、野菜や果物に触れたりする事で、食材や調理する人へ 

の感謝の気持ちが育まれるように援助します。 

 

＊箸を使ってひとりで食べる 

 スプーン、フォークを 3点持ちで使えるようになったら、箸を使い始めます。手指の発達は個人差 

があるので、一人ひとりの箸の使い方を確認しながら、食べる意欲を損なわないように進めます。 

繰り返す事で、器用に箸を使ってひとりで食べるこどもも出てきます。 
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植育から始まる食育【喜びを土から】 

 保育の一環として植育…「植える」「育てる」体験をしています。自分の手でいのちを育てる。 

それはとっても大変なことです。「野菜を育てる」という毎日にちょっとした変化をくれる生活は、 

一緒に過ごした分だけいのちへの感謝、ふとした安らぎ、自然への好奇心など、まるでつながって 

いるかのように私たちに色々なことを教えてくれます。無事に育ってくれた野菜を調理して美味しく 

食べる。いのちをいただく事は体だけじゃなく心も豊かにしてくれると感じます。育てることと、 

食べることはひとつながり。「植育から始まる食育」体験は、毎日の暮らしに生きる力と喜びを育みます。 
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《子育て相談》 

 自分の子育てにこれでいいのかな？と不安に思われた時、 

こんな時どうしたらいいのと思われた時にお話にいらっしゃいませんか？ 

保育経験者がお話しさせていただきます。お電話で予約していただき、 

ご都合の良い日を決めさせていただきます。       

 TEL ０５６１－３６－８３７３  お電話お待ちしています  


